
　

西
ア
フ
リ
カ
で
蔓
延
し
て
い
る
エ
ボ
ラ
出

血
熱
が
な
か
な
か
収
束
し
ま
せ
ん
。
流
行
の
発

端
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
の
ギ
ニ
ア
に
お
け

る
集
団
発
生
。
瞬
く
間
に
隣
国
の
リ
ベ
リ
ア
、

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
へ
と
流
行

が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
、「
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
」

に
よ
る
急
性
熱
性
疾
患
で
、
一
般
的
な
症
状

は
、
突
然
の
発
熱
、
強
い
脱
力
感
、
筋
肉
痛
、

頭
痛
な
ど
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
嘔
吐
、
下
痢
、

肝
や
腎
機
能
の
異
常
、
症
状
が
増
悪
す
る
と

出
血
傾
向
が
強
ま
る
、
と
い
う
こ
と
で
「
エ

ボ
ラ
出
血
熱
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ウ
イ
ル
ス
性
出
血
熱
の
一
つ
で
す
が
、

必
ず
し
も
出
血
す
る
わ
け
で
な
い
こ
と
か
ら
、

「
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
病
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

多
い
そ
う
で
す
。

　

エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
患
者
が
最
初
に
報
告
さ

れ
た
の
は
、
一
九
七
六
年
六
月
、
北
ア
フ
リ
カ

の
ス
ー
ダ
ン
南
部
の
町
で
し
た
。
二
百
八
十
四

人
が
発
症
、
百
五
十
一
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。

同
じ
年
の
八
月
、
今
度
は
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
北
部
の
町
で
教
会
学
校
の
助
手
が
出
血
熱

を
発
症
、
こ
れ
を
源
と
し
て
三
百
十
八
人
の

患
者
が
発
生
し
、
二
百
八
十
人
が
死
亡
し
ま

し
た
。
今
で
も
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
、
ガ
ボ

ン
、
ス
ー
ダ
ン
な
ど
で
流
行
が
続
い
て
い
ま

す
。
コ
ン
ゴ
の
ザ
イ
ー
ル
川
支
流
の
名
前
が

「
エ
ボ
ラ
川
」
と
い
い
、
エ
ボ
ラ
は
そ
の
名
前

に
由
来
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
は
、
動
物
か
ら
人
へ
感

染
し
、
人
か
ら
人
に
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
か
ら
人
に
う

つ
っ
た
例
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
元
々

の
宿
主
は
コ
ウ
モ
リ
の
一
種
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
物
の
感

染
症
が
人
に
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
因

と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
森
林
伐
採

な
ど
開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
が
進
み
、
野
生

動
物
と
人
と
の
接
触
が
増
え
た
こ
と
も
あ
る
、

と
指
摘
す
る
学
者
も
い
ま
す
。

　

エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
人
や
動
物
の
体
液
、
血
液
、
排
せ

つ
物
な
ど
と
直
接
接
触
し
た
場
合
に
感
染
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ベ

リ
ア
な
ど
で
患
者
の
治
療
に
当
た
っ
た
ア
メ

リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
の
医
師
、
看
護
師
が
感
染

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
W
H
O
は
「
国
際
的

に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
の
保
健
上
の
緊
急
事
態
」

と
し
て
、
発
生
国
か
ら
の
渡
航
者
や
帰
国
者
に

よ
る
他
国
へ
の
感
染
拡
大
等
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
流
行
状
況
を
慎
重
か
つ
継
続
し
て
監

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
勧
告
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
で
は
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
、「
感
染

症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
、
強
制
入
院
措
置

を
含
む
最
も
監
視
体
制
の
厳
し
い
「
一
類
感
染

症
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
検
疫
法

で
は
、
外
国
か
ら
来
た
船
舶
に
つ
い
て
、
一
類

感
染
症
に
汚
染
も
し
く
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
場

合
は
、
そ
の
船
舶
か
ら
物
な
ど
を
陸
揚
げ
さ
せ

な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
の
場
合
も
、
検
疫
官
が
質
問
し
、
必

要
あ
れ
ば
検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
類
感

染
症
に
感
染
、
若
し
く
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
人

が
出
た
場
合
は
、
隔
離
、
入
院
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
治
療
法
は
確
立

し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
期
に
、
発

熱
等
の
症
状
に
対
応
す
る
こ
と
で
重
篤
化
を

防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
も
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
種
類
の

ワ
ク
チ
ン
が
効
果
の
評
価
中
で
あ
り
、
ま
た

国
内
開
発
品
も
含
め
一
部
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

が
有
効
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

ウ
イ
ル
ス
と
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
一
九
一
八
年

か
ら
一
九
一
九
年
に
か
け
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
風

邪
と
呼
ば
れ
る
当
時
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
世
界
で
六
億
人
が
感
染
し
、
五
千
万
人

が
死
亡
し
ま
し
た
。
か
つ
て
天
然
痘
は
不
治

の
病
、
悪
魔
の
病
と
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
感
染
症
も
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
の
開
発
に
よ
り
そ
の
予
防
が
可
能
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
人
へ
の
病
原
性
を
持
つ
ウ
イ
ル
ス
は

数
百
種
類
に
上
る
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
突
然
変

異
を
繰
り
返
す
こ
と
で
病
原
性
が
強
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
ウ
イ
ル
ス
、
新
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
サ
ー
ズ
）
ウ
イ
ル
ス
な
ど

が
新
た
に
登
場
、
最
近
で
は
、
が
ん
を
発
生
さ

せ
る
腫
瘍
ウ
イ
ル
ス
も
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
、
細
菌
と
異
な
り
そ
れ
自
体
で

は
増
殖
で
き
ず
、
人
や
動
物
の
細
胞
に
入
り
込

み
、
そ
の
細
胞
を
乗
っ
取
っ
て
栄
養
分
を
も
ら

い
、
ま
た
自
分
自
身
の
遺
伝
情
報
を
伝
え
て
増

殖
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
特
性
を
利
用
し
て
、

今
日
で
は
、
免
疫
不
全
疾
患
の
遺
伝
子
治
療
に

お
い
て
正
常
な
遺
伝
子
を
送
り
込
む
た
め
の
運

搬
役
と
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
人
類
は
、
ウ
イ
ル
ス
と
の
熾

烈
な
戦
い
を
繰
り
返
し
（
時
に
利
用
し
つ
つ
）、

共
存
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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　基
も と ゆ き

之
●生年月日　昭和 22 年 3 月 16 日
●選 挙 区　参議院比例区
●当選回数　2 回
●出 生 地　岡山県岡山市
●趣 　 味　音楽・読書
●個人ホームページ
　　　　　　http://www.mfujii.gr.jp/
●そ の 他　薬学博士・薬剤師
●私の政治信条

私の政策の柱は A（エイジフリー）B（バリアフ
リー）D（ドラッグフリー：薬物乱用のない社会）
社会創りです。
高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心して
暮らし、元気で生活を送ることのできる長寿社会
を創るために何が必要か、を政治活動の根底にお
いています。
好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして明
日の現実」

●活動報告
参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全確
保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、薬
事法改正、薬剤師法改正、クリーニング業法改正、
国民年金法改正等に関与。

●経歴
昭和 37 年　岡山大学教育学部付属中学校卒業
昭和 40 年　岡山県立岡山操山高等学校卒業
昭和 44 年　東京大学薬学部薬学科卒業
昭和 44 年　厚生省入省
平成  9 年　厚生省退官
平成 9 年　財団法人 ヒューマンサイエンス
　　　　　　　　　　　　振興財団 専務理事
平成 12 年　日本薬剤師連盟 副会長
　　　　　　社団法人 日本薬剤師会 常務理事
平成 13 年　参議院議員（１期目）
平成 16 年　厚生労働大臣政務官
　　　　　　（平成16年9月〜平成17 年11月）
平成 19 年　日本薬剤師連盟 顧問
平成 22 年　参議院議員（２期目）
平成 23 年　参議院政府開発援助等に関する
　　　　　　特別委員会 委員長
平成 24 年　自由民主党広報本部　副本部長
　　　　　　広報本部新聞　出版局長
平成 25 年　自由民主党党紀委員会　委員
　　　　　　裁判官弾劾裁判所　裁判員
平成 26 年　原子力問題特別委員会　委員長
現在　　　　文部科学副大臣
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